
東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 3 2 4 今後の方向性 拡大・充実

二次評価で
の指摘事項

関係機関の連絡を密にし、情報を共有することが必要です。実践的な訓練を行い、防災体制を強化し災害に対し即応することが、安
心・安全な街づくりにつながります。

二次評価者 消防課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

効率性 他の関係機関からの情報を参考に、当市の実情にあった防災体制について協議します。

当面の
課　題

危機管理室と連携し、総合的な防災体制を図ることが必要です。

改　革
計　画

関係機関と協議し、防災体制の向上について検討します。

達成度 効率性

必要性 市民と一体となった防災体制の確立が必要です。

有効性 防災訓練を通じ、市民の防災に対する意識の向上が見られます。

達成度 総合的な防災体制の整備を図るとともに、市民の防災に対する意識の向上を図れるように検討します。

有効性 達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 1,034 671 659

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 警防係
総　合
評価点

Ａ 必要性

0.081 599

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

計(Ａ) 90 60 60

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.125 944 0.081 611

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 90 60 0

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

71

1

地域防災訓練
訓練実施割合
自主防災組織結成数÷訓練実施
数

％
100 100 100 100

70

最終目標

総合防災訓練又は水防訓練 訓練実施回数 回
1 1 1 1

1

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度

事業の目的 最終的
総合的な訓練を実施し、災害に強いまちづくりを目指し
ます。

今年度 国交省、愛媛県及び３市２町合同の水防訓練の実施。

活動内容

消防団の水防訓練の実施。

自主防災組織の消火訓練の指導。

（５）防火・防災意識の高揚と自主防災組織等の育成

事業区分

事業の対象 消防署、消防団、関係機関、市民等 根拠法令 消防組織法

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ６ 消防・防災体制の充実 主要施策

該当

公的関与

089-964-5210 メールアドレス syobohonbu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 消防課 係　　名 警防係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 直営 実施計画

020 1001 事務事業名 消防訓練事務 細事務事業名



東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4

020 1002 事務事業名 消防資機材の整備・更新事務 細事務事業名

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 消防課 係　　名 警防係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 直営 実施計画

６ 消防・防災体制の充実 主要施策

該当

公的関与

089-964-5210 メールアドレス syobohonbu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

（４）消防・救急体制の充実

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令 消防力の整備指針

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目

事業の目的 最終的
消防資機材及び消防車両を更新し、災害活動時の効
率化、迅速化を図ります。

今年度 消防用ホースの更新

活動内容

消防用ホースの更新

消防用資機材の整備

消防車両の更新

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度 最終目標

事務の性質上、指標設定になじ
まない。

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

平成 年度決算 平成 年度決算 平成 年度予算 備　　　　考

国・県支出金 16,764 0 0

地方債 56,900 0 0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 9,631 771 890

計(Ａ) 83,295 771 890

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.125 944 0.043 324 0.043 318

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 84,239 1,095 1,208

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 警防係
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性 達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

達成度 効率性

必要性 市民を災害から守り、安心・安全なまちづくりのためには、消防力の充実、強化は不可欠です。

有効性 消防車両の更新により、災害対応力の強化が図られています。

達成度 更新計画により、順次消防車両及び装備の充実を図っています。

効率性 計画的な更新計画に基づき、効率的な常備消防の整備に努めています。

当面の
課　題

消防車両と装備の充実化を図ることは、迅速で効率的な消防活動につながることから、今後も計画的に事務を進めていくことが有効ですが、予算
確保が厳しくなってきていることから、更新計画を効率的進めることが必要です。

改　革
計　画

事業の優先度を考慮し、年度ごとの更新計画をより明確にしていきます。

今後の方向性 拡大・充実

二次評価で
の指摘事項

災害活動時に有効な活動ができるように、計画的に更新し消防力の強化が必要です。

二次評価者 消防課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性



東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4 今後の方向性 拡大・充実

二次評価で
の指摘事項

近い将来に東南海・南海地震の発生する確率が高まっています。広範囲に被害が予想され、消防団の活動が必要となり、継続的な
更新計画で消防力の強化を図り被害を軽減することが必要です。

二次評価者 消防課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

効率性 計画的な更新計画を進めることで、効率的な非常備消防の整備を図っていく必要があります。

当面の
課　題

常備消防における災害対応には限界があり、消防団の災害発生時の活動は不可欠なものであるから、効率的に整備を進めていく必要がありま
す。

改　革
計　画

今後も計画的な更新、整備を進めます。

達成度 効率性

必要性 地震などの大規模災害や山間部の災害に、消防団は不可欠です。

有効性 消防団車両及び資機材の更新は、市民の安全・安心なまちづくりに有益です。

達成度 老朽化したものから順次、更新を進めています。

有効性 達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 19,237 9,232 13,422

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 警防係
総　合
評価点

Ａ 必要性

0.369 2,728

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

計(Ａ) 18,096 6,450 10,694

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.151 1,141 0.369 2,782

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 2,453 4,025 8,290

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 15,643 2,425 2,404

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

0

1

小型動力ポンプ更新 小型動力ポンプ更新目標数 台
7 0 2

老朽化した車両を
全て更新する

7

最終目標

消防団車両更新 ポンプ積載車更新目標数 台
3 1 1

老朽化した車両を
全て更新する

3

消防団車両の維持管理事務（車検、修理等）

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度

事業の目的 最終的
消防団車両及び資機材を充実させることにより、火災等
の被害を軽減することを目的とする。

今年度
消防団積載車（北野田）を更新し、消火・水防等の活動を円
滑にする。

活動内容

小型動力ポンプ積載車更新

小型動力ポンプ更新

（２）総合的な防災体制の確立

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令 消防力の整備指針

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ６ 消防・防災体制の充実 主要施策

該当

公的関与

089-964-5210 メールアドレス syobohonbu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 消防課 係　　名 警防係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 直営 実施計画

020 1003 事務事業名 消防団の装備・施設整備事務 細事務事業名



東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4 今後の方向性 拡大・充実

二次評価で
の指摘事項

消防水利を充実し、火災からの被害を軽減し安心、安全な街づくりを目指してください。

二次評価者 消防課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

効率性 新設だけでなく、既設の消防水利についても、常に使用できるように修繕も実施しています。

当面の
課　題

火災による被害を最小限に抑えるために、水利不足地域の解消を図る必要があります。

改　革
計　画

効率的な設置計画により、整備を図る必要があります。

達成度 効率性

必要性 消火活動時に水利を確保するために必要です。

有効性 消防体制の強化が図られています。

達成度 消防水利不足地域の解消のため、引き続き消防水利を整備する必要があります。

有効性 達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 9,954 4,790 5,053

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 警防係
総　合
評価点

Ａ 必要性

0.333 2,462

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

計(Ａ) 7,439 2,280 2,591

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.333 2,515 0.333 2,510

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 7,439 2,280 2,591

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0 平成23年度予算については、
防火水槽は、補正予算で対
応するため、予定額は未定。
消火栓ボックスのみ記入。

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

0
防火水槽設置 防火水槽設置目標数 基

1 0 1 年間１

1

最終目標

消火栓ボックス設置 消火栓ボックス設置目標数 台
16 12 14 年間２０

16

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度

事業の目的 最終的
消防水利を充実させることにより、火災時の迅速な防御
活動を図ります。

今年度 消火栓ボックス及び標識の設置。防火水槽給水装置設置。

活動内容

消火栓ホース格納箱、標識設置

防火水槽設置

（２）総合的な防災体制の確立

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令 消防法

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ６ 消防・防災体制の充実 主要施策

該当

公的関与

089-964-5210 メールアドレス syobohonbu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｎ

課　　名 消防課 係　　名 警防係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 直営 実施計画

020 1006 事務事業名 消防水利の整備・監理事務 細事務事業名



東温市事務事業評価シート　平成22年度実施事業対象

№ ― 2

年度 ～ 年度 ☑

① ④

② ⑤

③

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

費

21 22 23

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

千円 千円 千円

人 千円 人 千円 人 千円

人 千円 人 千円 人 千円

千円 千円 千円

4 4 3 4

4 4 3 4 今後の方向性 拡大・充実

二次評価で
の指摘事項

消防団の活動をより効率的にするため、蔵置所の設備等を計画的に整備する必要があります。

二次評価者 消防課長
総　合
評価点

Ａ 必要性 有効性

効率性 効率的な整備計画により非常備消防の整備を図る必要があります。

当面の
課　題

消防団は、地域に密着した消防・防災活動を行うために、地域における中心的な役割を担っていることから、消防団施設を効率的に整備していく
必要があります。

改　革
計　画

消防団施設の充実に努め、地域の安全を確保していきます。

達成度 効率性

必要性 地域防災活動拠点である消防団蔵置所の修繕は、必要です。

有効性 消防団蔵置所の修繕は、安全・安心なまちづくりに有益です。

達成度 修繕が必要なものから、順次整備を行っています。

有効性 達成度 効率性 今後の方向性 拡大・充実

項目 評　　価　　項　　目　　の　　説　　明　（一次評価者のコメント）

全体事業費(Ａ＋Ｂ) 825 5,907 1,239

Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
・
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

一次評価者 警防係
総　合
評価点

Ａ 必要性

0.100 739

臨時職員工数・経費 0.000 0 0.000 0 0.000 0

計(Ａ) 70 1,452 500

人件費(Ｂ)
正職員工数・経費 0.100 755 0.591 4,455

0

その他特定財源 0 0 0

一般財源 70 1,452 500

年度予算 備　　　　考

国・県支出金 0 0 0

地方債 0 0

平成 年度決算 平成 年度決算 平成

Ｄ
Ｏ

予算費目 会計 一般会計 費目名 消防

直接事業費

最終目標

事務の性質上、指標設定になじ
まない。

成果指標

指標名 計算式又は指標設定理由 平成21年度 平成22年度 平成23年度

事業の目的 最終的
地域防災活動拠点である消防団蔵置所の整備を行うこ
とにより、消火、防災活動が迅速かつ的確に行われるよ
うにします。

今年度
ホスポール設置（上林蔵置所）、火の見やぐら撤去（音田蔵
置所）

活動内容

消防団蔵置所の修繕

（２）総合的な防災体制の確立

事業区分

事業の対象 市民 根拠法令 消防組織法

総合計画 政策目標 第１章 地球と共生する快適環境のまち 政策項目 ６ 消防・防災体制の充実 主要施策

該当

公的関与

089-964-5210 メールアドレス syobohonbu@city.toon.ehime.jp

事業期間 期間設定なし
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課　　名 消防課 係　　名 警防係 電話番号

経常的事務事業 事業運営方法 直営 実施計画

020 1009 事務事業名 消防施設の維持管理事務 細事務事業名


